
 

 

    

  

 

  

 

                          尚徳福祉会 日野保育園 2018，11  

 

花の名前を覚えたり、澄んだ空を見上げたりしながら、「秋」を探して散歩に出掛けた日、みかんや柿が色付いて

いるのに気がついて、「おちてこなかな」と手を伸ばしたり、高台から、富士山を見て「かきごおりみたいだね」と

喜んだりしながら、季節の移り変わりを感じています。気温が下がるこの時季は、体調の変化に気をつけて、こま

めに手洗い・うがいをしながら元気な体つくりを心掛けていきたいと思います。 

 

                 「楽しかった運動会・バス遠足」 

運動会では、幼児席からお家の方に手を振る余裕さえあり、自分たちの出番を楽しみにしながら、他クラスを応

援する子どもたちの姿がありました。遊戯や競技は恥ずかしそうにする姿も見られましたが、最後まで楽しんで参

加できたことに成長が見られて嬉しく思いました。 

遠足は、お天気が心配でしたが陽が差す時もあり、入り口で小さなサメやペンギンを見てから、色とりどりの魚

を見学しました。水槽をのぞき込み、「ちいさいさかながいっぱい！」「このさかなのなまえはなぁに？」「おおきな

エビもいる」「ぼく、えびすき」と興味津々で観察していました。円形の水槽で泳ぐ大きなサメやマンボウを追いか

け、イルカやアシカショーを見てよろこんでいました。待ち遠しかったお弁当では、友だちと見せ合いながらとて

も喜んで食べていました。どちらの行事も朝早くからご協力、ご準備ありがとうございました。 

 

                  大きなお芋穫れたかな？ 

30 日（火）は地域の方の畑にお芋掘りに行きました。畑では、夢中で土を掘り、自力で掘り出したさつまいも 

を友だちとお互いに見せ合う表情には、達成感が溢れていました。掘っても掘ってもなかなか土から現れなくて困 

っている子を、みんなが助けてあげる場面もあり、とても微笑ましかったです。「お芋はまだかな･･･？」と大学芋 

パーティーを心待ちにしています。 

 

                    お当番さーん！ 

「おてつだいしたい！」「つぎはなにをするの？」と言う気持ちが強くなってきた子どもたちの気持ちを受け止め

て、「お当番活動」を始めました。簡単なお手伝いですが、お片付けを知らせてくれたり、口拭きタオルを入れるカ

ゴを配ってくれたり、給食の前のテーブル拭きをお願いします。お当番バッチを付けると少し誇らしげで、張り切

る姿が見られます。『つぎはだれかなぁ…』とこっそりお当番表をめくっている子もいて、自分の番を心待ちにして

いるようです。 

 
                     お願い  

子どもたちは、いろいろなことが自分で出来るようになり、また、やることで自信に繫がります。朝の支度や引

き出しの点検、持ち物の確認等自分で行えるように、保護者の方は、テラスで見守りをお願いします。また事故防

止のため、通園門、２階の門の開閉は必ず、保護者の方が行ってください。車道への飛び出しは注意してください。

インフルエンザやいろいろな風邪が流行する季節になってきました。様子などがいつもと違う場合には、ノートや

口頭でお知らせください。また、集団感染を防ぐため、早めの受診、無理のない登園のご協力をお願いいたします。

お仕事や都合でいつもと緊急連絡先が違う場合は必ずお知らせください。 


